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５ 保健医療 

 

（１）死因別の死亡状況  

 

庄内地域における死亡状況を死因別にみると、第 1 位が悪性新生物（死亡率（人口 10

万対）413.6）、第 2 位が心疾患（同 248.1）、第 3 位が老衰（同 244.2）となっている。 

また、本県における死亡状況を死因別にみると、第 1 位が悪性新生物（死亡率（人口 10

万対）381.5）、第 2 位が心疾患（同 253.9）、第 3 位が老衰（同 237.5）となっている。 

 
【表１６】死因別構成比・死亡率（令和４年） 

 全 国 山形県 庄内地域 

順

位 
死亡率 

(人口 10万対) 
構成比 

順

位 
死亡率 

(人口 10万対) 
構成比 

順

位 
死亡率 

(人口 10万対) 
構成比 

悪性新生物 1 316.1 24.6% 1 381.5 23.3% 1 413.6 23.8% 

心疾患 
(高血圧性を除く) 

2 190.9 14.8% 2 253.9 15.5% 2 248.1 14.3% 

老 衰 3 147.1 11.4% 3 237.5 14.5% 3 244.2 14.1% 

脳血管疾患 4 88.1 6.9% 4 133.4 8.2% 4 153.0 8.8% 

肺 炎 5 60.7 4.7% 5 73.2 4.5% 5 79.8 4.6% 

その他 ―  37.6% ―  34.0% ―  34.4% 

総 数 ― 1,285.8 100.0% ― 1634.4 100.0% ― 1734.2 100.0% 

※構成比は四捨五入で端数処理しているため、総数が一致しない場合がある。 

資料：厚生労働省「人口動態統計」、健康福祉部「保健福祉統計年報（人口動態統計）」 

 

 

 

（２）がん検診の状況 
 

庄内地域における住民健診のがん検診受診率は、県内４地域の中でも高い状況にあり、特に肺

がん、大腸がん及び子宮がん検診は 40%を超えている。一方、乳がん検診は 30％を下回り、県内

４地域の中でも特に低い状況となっている。 

がんの早期発見に向けて、市町はがん検診の受診勧奨・再勧奨や日曜検診、早朝検診等の取組

みのほか、精密検査未受診者に対する受診勧奨等を実施している。 
 

【表１７】がん検診の状況（令和５年度） 40歳以上の検診状況（子宮がん検診は 20歳以上） 

 山形県 村山地域 最上地域 置賜地域 庄内地域 

胃がん検診受診率 21.0% 20.7% 19.4% 21.1% 22.1% 

肺がん検診受診率 42.3% 40.7% 44.5% 36.7% 48.6% 

大腸がん検診受診率 38.5% 37.6% 35.5% 34.9% 44.0% 

乳がん検診受診率（※） 33.1% 34.4% 35.5% 34.2% 29.8% 

子宮がん検診受診率（※） 31.4% 27.6% 28.5% 29.1% 40.7% 

※2年に 1回の受診間隔、受診率＝（当該年度受診者+前年度受診者－2年連続受診者）/対象者 

資料：健康福祉部「山形県がん検診成績表」（市町村別集計） 
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（３）医療施設数及び病床数の状況 

 

令和６年度の医療施設数は、前年度に比べ、一般診療所が１件増加、歯科診療所が４件減少し

ている。また、地域全体の病床数は、療養病床の転換に伴う病床数算定の特例（医療法施行規則

第４８条）が適用されなくなった５８床を含め、１２３床減少している。 
 

【表１８】医療施設数及び病床数の状況（令和６年度）             （令和 7年 3月 31日現在） 

 
施設数 

病床数 

病院 診療所 

病院 
一般 

診療所 

歯科 

診療所 
精神 結核 感染症 一般 療養 一般 療養 

鶴岡市 6 100 48 214 0 0 761 276 54 6 

酒田市 5 92 40 340 0 4 694 164 33 0 

三川町 1 5 3 96 0 0 0 50 0 0 

庄内町 1 9 6 0 0 0 202 122 0 0 

遊佐町 1 7 5 0 0 0 0 84 12 0 

管内計 14 213 102 650 0 4 1,657 696 99 6 

（前年比） (0) (1) (-4) (0) (0) (0) (-40) (-48) (-25) (-10) 
資料：庄内総合支庁保健企画課調べ 

 

 

 

（４）医療従事者の状況 

 

庄内地域の医師数は、人口 10万対では 208.9人で、県全体の 252.2人に対して大きく下回って

いる。また、庄内地域に就業している看護師数については、令和２年に比べて人口 10万対で 61.9

人増加し 1,064.4人となったが、県全体 1,190.3人との差は未だ改善されていない状況である。 

一方、准看護師の就業者数については人口 10万対で 375.3人となっており、県全体の 228.5人

を大きく上回っている。 

 
【表１９】医師・歯科医師・薬剤師の状況及び看護職員就業者数（令和４年 12月 31日現在） （単位：人） 

 全国 山形県 庄内地域 

医師 343,275 (274.7) 2,625 (252.2) 534 (208.9) 

歯科医師 105,267 (84.2) 691 (66.4) 163 (63.8) 

薬剤師 323,690 (259.1) 2,174 (208.8) 484 (189.4) 

保健師 60,299 (48.3) 720 (69.2) 191 (75.0) 

助産師 38,063 (30.5) 360 (34.6) 78 (30.6) 

看護師 1,311,687 (1,049.8) 12,391 (1,190.3) 2,711 (1,064.4) 

准看護師 254,329 (203.5) 2,379 (228.5) 956 (375.3) 

※カッコ内は、人口10万対の人数 

資料：厚生労働省「令和４年医師・歯科医師・薬剤師統計」、「令和４年衛生行政報告例（就業医療関係）」 


